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申
告
官

住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り

私
た
ち
が
笠
か
な
生
活
を
送
り
、
位
み
よ
い
吋
を

つ
く
る
た
め
に
税
金
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
伎

わ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
、
社
会
福
祉
、
道
路
、
住
{
匂

ゴ
ミ
処
浬
な
ど
な
ど
|

|

O

n倫) 本町 u 

JBL J、三ι
冶l年 が守夫j

かlll)¥~・j ， H
国徳を成功させよう

=青空と緑と産業のまち昭和町一

-かいじ国体・会期…

夏季大会…61年 9月 7日，...， 10日

秋季大会…61年 10月 12日，...， 17日

・ふれあいのかいじ大会・会期……
61年 10月 25日，...， 26日

こ
の
よ
う
に
幅
広
い
分
野
で
役
立
っ
て
い
る
税
金

は
、
私
た
ち
が
安
定
し
た
生
活
を
笠
む
と
き
、
社
会

の
一
員
と
し
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
会
費
」

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

三
月
十
五
日
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
吋
県
氏

税
(
因
氏
健
康
保
険
税
)
の
申
告
提
出
期
限
で
す
。
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乙
の
事
業
が
行
わ
れ
る
区
域
は
、
町
の
東
部
に
位
置
し
、

東
は
甲
府
市
国
母
七
丁
目
に
接
し
、
北
部
を
昭
和
バ
イ
パ
ス
、

南
部
を
県
道
甲
府
市
川
大
門
線
、
西
部
は
都
市
下
水
路
道
川

と
そ
れ
ぞ
れ
に
固
ま
れ
た
田
園
地
帯
で
あ
る
。

最
近
は
、
乙
の
地
域
の
周
辺
に
は
各
種
商
庖
や
市
街
地
内

に
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
住
宅
な
ど
が
増
え
る
な
ど

し
て
都
市
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
と
共
に
、
市
街
化
区
域
の

見
直
し
ゃ
農
業
後
継
者
問
題
が
加
え
ら
れ
て
、
土
地
所
有
者

が
主
体
と
な
り
、
自
分
達
の
手
で
区
画
整
理
を
実
施
し
よ
う

と
云
う
気
運
が
盛
り
上
り
、
地
権
者
約
四

O
名
の
同
意
を
取

り
付
け
て
昨
年
十
月
、
佐
野
精

一
さ
ん
を
先
頭
に
設
立
準
備

委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
数
々
の
諸
問
題
を

わ-つよし報広

乗
り
越
え
て
、
本
年
一
月
十
九
日
組
合

設
立
総
会
、
同
年
一
月
三
十
日
現
場
に

於
て
起
工
式
を
執
り
行
い
計
画
ど
お
り

の
「
街
、、つ
く
り
」
に
一
歩
前
進
し
ま
し

た
。
な
お
、
今
回
の
乙
の
事
業
に
は
、

甲
府
市
国
母
七
丁
目
の
地
権
者
も
賛
成

さ
れ
て
、
甲
府
市
分
約
一
、
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
合
せ
て
行
う
乙
と
に
な
り
、
総

施
工
面
積
が
六
、
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総

事
業
費
が
五
億
五
千
五
百
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

乙
の
「
街
」
の
特
徴
は
、
近
隣
商
業

地
域
と
し
て
開
発
す
る
た
め
に
、
区
域

内
の
道
路
は
佳
居
区
域
内
の
も
の
よ
り

広
く
計
画
さ
れ
、
幹
線
道
路
は
巾
員
十

二
米
で
延
長
四
百
八
十

一
米
、
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
(
カ
ラ
l
タ
イ
ル
)
の

カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
感
覚
と
街
路
樹
の
植

栽
、
分
離
帯
ブ
ロ
ッ
ク
、
カ
ラ
l
フ
ェ

ン
ス
と
モ

l
ル
街
的
要
素
を
考
慮
し
た
、

目
の
覚
め
る
よ
う
な
街
路
を
つ
く
り
ま

す
。
又
、
面
積
二

O
二

O
平
方
米
に
遊

具
、
緑
地
、
広
場
を
備
え
た
児
童
公
園

を
中
心
に
置
く
な
ど
し
て
、
近
代
ま
れ

な
区
画
整
理
区
域
と
い
た
し
ま
す
。

ζ

の
よ
う
に
し
て
町
内
の
市
街
化
区

域
内
の
手
の
付
け
て
い
な
い
農
地
が
、

順
次
開
発
さ
れ
て
新
ら
し
い
街
マつ
く
り

に
取
り
組
ま
れ
る
乙
と
を
望
み
ま
す
。

。

事

業

名

甲
府
市
昭
和
町
神
屋

土
地
区
画
整
理
事
業

。
事
業
主
体

甲
府
市
昭
和
町
神
屋

土
地
区
画
整
理
組
合

。
事
業
工
期

昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
四
日

i

田
畑
ベ
十
二
手
E
g
J
ニ
ト
ヨ

測量も終り、いよいよ造成にはいる神屋比区の農地

関
係
者
多
数
出
席
の
中
、
一
月
三
十
日

‘
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

。無計画なまちづくりは
こんな結果を招きます。
①住宅地として整備されてない土

地を放任しておけば、虫くい的

lと家が建ちはじめます。

②道路が整備されてないのに、

住宅が無秩序K建ち始めて

います。乙れをさらに放置

しておきますと、ますます

密集し、手のっけられない

ほど生活環境は悪化します。

③入り組んだ道路K家がぱらぱらの
向きで密集しています。道は狭く、

曲がりくねっていて、見通しが悪
く、危険で、公園も広場もありま

せん。



昭
和
町
諮
問
一
一
位
大
会
開
催

主
催
・
町
教
育
委
員
会
、
町
社
会
教

育
委
員
の
会
議
、
町
山
梨
教
育
推
進
会

議
に
よ
る
、
第
五
回
昭
和
町
社
会
教
育

推
進
大
会
と
、
六
十
年
度
、
六
十
一
年

度
山
梨
教
育
推
進
市
町
村
の
指
定
を
受

(
昭
和
町
山
梨
教
育
へ
の
第
一
歩
)

郷
土
を
知
る
定
め
の

歩
ゆ
歩
け
運
動

無
、
国
母
両
工
業
団
地

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

と
な
り
、
大
き

て
い
ま
す
。
新

の
ま
ざ
り
合
っ

す
。
昨
今
は
新

く
、
古
い
も
の

な
く
な
っ
て
き

わ-つよし報広( 3 )昭和61年 3月1日発行

一
集
ま
れ
ば
、
あ

v

だ
ろ
う
。
あ
い

一
ま
せ
、
ふ
れ
あ

…
が
育
つ
。
ま
た
、

}
域
が
わ
か
る
。

っ
た
道
、
川
、
橋
、

風
景
に
出
く
わ

見
が
あ
る
に
ち

の
に
↑
気
づ
会
」
、

徳
心
も
生
ま
れ

に
も
役
立
つ
。

乙
と
で
当
然
体

ス
発
散
の
場
K

以
上
の
よ
う
な
経
過
と
理
由
に
よ
り

「
郷
土
を
知
る
た
め
の
歩
け
歩
け
運
動
」

に
決
定
し
た
の
で
す
が
、
実
行
し
な
い

乙
と
に
は
絵
に
描
い
た
モ
チ
に
終
っ
て

し
ま
う
。
単
に
興
味
の
あ
る
人
が

一
部

参
加
す
る
の
で
な
く
、
町
民
が
総
参
加

で
き
る
よ
う
な
運
動
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ

る
団
体
に
呼
び
か
け
、
老
若
男
女
す
べ

て
の
人
が
喜
ん
で
参
加
で
き
、
楽
し
く

し
か
も
有
意
義
な
行
事
に
な
る
よ
う
工

夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
継
続

は
力
な
り
と
い
い
ま
す
。
私
達
は
乙
の

運
動
が
町
内
の
す
み
ず
み
に
ま
で
広
が

る
よ
う
努
力
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

大』

つ

運

動

あ人
と
人
と
の
心
の
交
流

nkuv 

ロμ
u
H

，哩勺

土

理

化

運

美体

力

増

解動進

の
び
の
び
と
た
こ
あ
げ

押
原
小
学
校
児
童
会
(
五
四

四
人
)
は
、
一
月
二
十
五
日
、

全
児
童
が
参
加
し
て
釜
無
川
河

原
で
自
作
の
た
こ
を
元
気
い
っ

ぱ
い
に
青
空
に
あ
げ
て
い
ま
し

た。
乙
の
日
子
供
た
ち
は
、
各
地

区
の
登
校
班
別
に
わ
か
れ
一
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
が
、
互
い

に
助
け
あ
い
協
力
し
あ
っ
て
作

っ
た
立
体
た
乙
(
和
紙
と
竹
ひ

ご
で
作
る
)
を
持
ち
よ
り
、
広

い
河
原
で
の
び
の
び
と
自
慢
の

た
乙
を
空
高
く
上
げ
て
い
た
。

学
校
側
で
は
、
最
近
各
地
区

の
子
供
の
遊
び
の
中
で
、
自
分

で
作
っ
た
も
の
で
遊
ぶ
子
供
が

少
な
く
、
ま
た
、
広
い
遊
び
場

も
な
い
、
そ
れ
に
、
い
ま
問
題

の
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
も
合

作
の
た
乙
作
り
と
い
う
ζ

と
で

高
学
年
が
低
学
年
の
面
倒
を
み

な
が
ら
作
り
あ
げ
る
乙
と
で
、

い
じ
め
問
題
の
対
策
に
も
つ
な

が
る
と
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

なれないたこに

~しとまといぎみ.ノ
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大和重機興業
開
河東中島 157

新光建設側
甲府市青葉町
11-25 

内藤組
押越2133

15，770 

1，246 

経済課1，930 

保健課

大和重機興業
側
河東中島1573

日興建設附
押越2130

4，050 

5，210 

(掬古屋工務庖
西条458-11. 510 

開宮崎組
西条新田
34-2 

河澄工業
押越 1657

紙漉阿原竜の口町
道舗装新設工事

千円|大和重機興業

2，670 I側 |建設課
河東中島 1573

昭和建設工業
3，890 I鮒甲府市寿
町22-3

附名執組
飯喰986

工事入札結果

2.320 

1，980 

紙漉阿原地内
S 61. 2. 1 
~61. 2. 28 

紙漉阿原地内
S 61. 1. 28 
~61. 3. 20 

上河東地内
S 61. 1. 28 
~61. 3.20 

西条一区地内
S 61. 1. 16 
~61. 3. 20 

西条二区地内
S 61. 1. 16 
~61. 3. 10 

西条新田地内
S61.1.16 
~61. 3.15 

上河東
S 61. 1. 16 
--61. 3. 15 

道

工

改

町
良

一道

内

改

一

町

地

路

一

内

区

水

一

落

一
線

一部
事

条
号

一喰
工

西

1
事
一
飯
良

1~4 災害復旧事業
3，310 

町単道路改良事業

地方病予防施設
(溝渠)補修工事

側旭建設
西条455

2
一

回

一

居

側
母
↓
一
設
石
イ
一
務
寸
一
色
ト

業
国
直
一
建
上

3
一
工
居
直
一
組
田

M

工
市
ゴ
林
市
ゴ
村
新
民
一
崎
新

口
府

5
一
若
府

4
一
木
水

一
宮
条

井
甲
一
側
甲
一
向
清
一
向
西

5，850 

5，770 

上河東地内
S 61. 1. 13 
~61. 3. 5 

西条一区地内
S 61. 1. 13 
~61. 3. 5 

飯喰地内
S 61. 1. 13 
~61. 3. 20 

西条二区地内
S 61. 1. 13 
~61. 3. 20 

清水新居地内
S 61. 1. 13 
~61. 3.10 

向上
S 61. 1. 13 
~61. 3. 20 

同上
S 61. 1. 13 
~61. 3. 10 

西条新田地内
S 61. 1. 13 
--61. 3. 5 

西条二区字長登路
地内町道新設工事

清水新居字南河原
地内町道新設工事
(第 l工区)

向上
(第2工区) 10，880 

向上
(第3工区) 6，040 

4，135 
西条新田字村前地
内水路改良工事



ー
ー
万
一
に
備
え

「
ー
ー
交
通
災
害
共
済
に
加
入
を

イ

川
交
通
事
故
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
日
の
大
き
な
社
会
問
+

+

題

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ベ

イ

村
こ
の
交
通
事
故
の
当
事
者
に
私
た
ち
自
身
い
つ
早
変
り
す
る
何

吋
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
あ
な
た
も
交
+
• 

仲
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
o

村

わ

。

加

入

資

格

町
に
居
住
し
住
民
基
本
台
帳
に
登
載

-つ

。
申
し
込
み
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

乙
の
共
済
は
、
町
村
住
民
が
わ
ず
か

な
掛
金
を
出
し
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て

死
亡
し
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
そ

の
被
害
者
に
見
舞
金
を
支
給
し
、
少
し

で
も
明
る
い
生
活
を
守
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
県
内
の
全
町
村
が
一
体
と
な

っ
て
実
施
し
て
い
る
。

H

町
村
住
民
の

た
め
庁
の
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

六
十
一
年
度
分
の
申
込
書
は
、
す
で
に

各
家
庭
に
届
い
て

い
る
乙
と
と
思
い
ま

す
が
、
加
入
を
希
望
す
る
方
は
申
込
書

に
記
入
し
、
各
地
区
の
交
通
安
全
母
の

会
役
員
(
婦
人
会
支
部
長
)
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

郡
下
で
も
本
町
の
加
入
率
が
最
底
で

す
の
で
大
勢
の
方
々
が
加
入
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

初
年
度
申
し
込
み
期
限
は
、
事
務
手

続
き
等
の
関
係
で
三
月
十
五
日
ま
で
と

い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
後
加
入
を
希
望

す
る
方
も
受
付
け
ま
す
の
で
、
役
場
総

務
課
ま
で
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。
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さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
外
人
登
録
原

票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

。

共

済

掛

金

年

額

一

人

金舞見量三
E司メ4通

-'-
3ζ 

1，000，000円亡死1等級

200.000 身体障害者福祉法施行規則別表第5号lζ規定する傷害2等級
五
百
円

180，000 53日以上実治療日数で3等級 |治療12ヶ月以上の傷害

140，000 27日以上4等級|治療6ヶ月以上12ヶ月未満の傷害で実治療日数

ハ
川
U
n
U
 

ハU
ハH
U--

4
E
E
A
 

23日以上5等級 |治療 5ヶ月以上6ヶ月未満の傷害で実治療日数

90，000 19日以上6等級|治療4ヶ月以上5ヶ月未満の傷害で実治療日数

。
見
舞
金
の
請
求
手
続
き

見
舞
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
不

幸
に
し
て
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
に
届
け
確
認
を
し
た
の
ち
、
役
場

総
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

70.000 

50.000 

14日以上

10日以上

7等級|治療3ヶ月以上4ヶ月未満の傷害で実治療日数

8等級|治療2ヶ月以上3ヶ月未満の傷害で実治療日数

30.000 6日以上9等級|治療 1ヶ月以上2ヶ月未満の傷害で実治療日数

20.000 4日以上治療2週間以上 1ヶ月未満の傷害で実治療日数10等級

15，000 3日以上11等級|治療 1週間以上2週間未満の傷害で実治療日数

10，000 

交通事故に関 し権限を有する機関の発行する交通事故証明書が

提出されない場合は、治療 1ヶ月以上の傷害であっても10等級

を限度とする。

2日以上実治療日数で12等級|治療 1週間未満の傷害

備考

議鼠晶曾お雪国嬬蛤・自転車編

その他にも、明るい色の阪を着だり¥服に

反射器材を用い芝りして¥命を守る工夫をし

ましょう。

まだ¥前からくる車のライトで目ガくらん

だときは、道路のさE端にi上まって対向車の通

り過ぎるのを待ちましょう。

ラ
イ
ト
と
反
射
器
材
が

あ
な
た
を
守
る

川街灯ガ明るいからμ と夜中にライトもつ

けずに自転車で走っている人を見かけます。

ライトは¥自分の進行方向を照らすだけで

なく¥自転車の u存在//を他のドライバーな

どに知らせるものであることも忘れてはなり

ません。

夜間自転車に乗るとき¥次にあげることを

備えていない自転車に¥乗ってはいけないこ

とになっています。

①前万10メートルの道路上の障害物がよく見
える明るさであること

②反射器材は100メートル後方から自動車の

ライトで照らしてよく男えること

つまり、ライトをつけだり反射器材を整備

するのはルーんであり¥あな芝自身を守る大

切な川護身具H なのです。



替
の
多
国
先
鋭
伊
予
防
鍾
銅

w
w
v
2月
初
日

3
3月
日
日

春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

起
き
や
す
く
、
大
火
に
な
り
や
す
い
季

節
で
す
。

「
怖
い
の
は
消
し
た
つ
も
り
と
消
え
た

は
ず
」
乙
の
標
語
の
も
と
に
火
災
予
防

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

。
甲
府
地
区
に
お
け
る
主
な
行
事

2
月
初
日
・
消
防
協
力
者
表
彰

2
月
お
日
・
移
動
一
日
消
防
署
の
開
設

及
び
学
習
会

2
月
お
日
・
パ
ス
、
電
車
、
ト
ラ
ッ
ク

~
ハ
イ
ヤ
ー
及
び
関
係
施
設

3
月
4
日
の
立
入
検
査

3
月
2
日
・
敷
島
町
吉
沢
地
内
消
防
総

合
訓
練

3
月
4
日
・
大
型
庖
消
防
総
合
訓
練

昭和61年 3月1日発行 (6) わ-つよし報広
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3
月
5
日
・
森
林
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

3
月
8
日
・
国
体
宿
泊
施
設
消
防
総
合

訓
練

3
月
9
日
・
一
一
九
広
場
(
移
動
一
日

消
防
署
)

3
月
日
日
・
大
企
業
自
衛
消
防
隊
参
加

に
よ
る
消
防
総
合
訓
練

3
月
日
日
・
防
火
管
理
者
国
体
火
災
予

防
研
修
会

※
期
間
中
サ
イ
レ
ン
の
一
斉
吹
鳴

(
午
後

9
時
、
初
秒
間
)

~

総

勝

い

筏

凡

n

持

F

家

、

対

》

一d一最
近
、
町
内
で

6
火
災
が
、
史、
続
~

…捻
出
し
て
お
り
fr
u
に
ふ
さ
応
に
企

…投

分
注

ゾ
ー八
月一

8τ'I

、zar
、A

船

~
全

~
宅

~

住
…
災

~

火

~
の
~
で
~

区

~
一一~
条

~
西

~

口
M

A
2
~
 

月

~

nJι

円

と
が
で
き
ま
せ
ん
0

・
障
害
児
福
祉
手
当

て

対

象

者

av
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)

国
民
年
金
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
障

害
者
の
所
得
保
障
で
あ
る
福
祉
手
当
制

度
が
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

一
日
か
ら

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

。
詳
し
く
は
、

・
市
福
祉
事
務
所

・

町

役

場

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

-
特
別
障
害
者
手
当

一

、

対

象

者

著
し
く
重
度
の
心
身
障
害
者
で
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
二
十

才
以
上
の
者

什
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
者

口
病
院
又
は
診
療
所
に
継
続
し
て

三
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
者

二

、

手

当

額

月

額

二

万

円

三
、
認
定
手
続

・
市
福
祉
事
務
所

・

町

役

場

へ
「
特
別
障
害
者
手
当
認
定
請
求
書
」

に
関
係
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
乙
の
手
続
き
は
、
昭
和

六
十

一
年
一

月
一
日
か
ら
行
う
乙
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
改
正
前
の
福
祉
手
当
を
受
け

て
い
る
方
も
、
認
定
請
求
書
を
提
出
し

な
い
と
特
別
障
害
者
手
当
を
受
け
る
乙

重
度
の
心
身
障
害
児
で
、
次
の
い

一

、

対

象

者

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、

改
正
前
の
福
祉
手
当
の
受
給
資
格
を
有

す
る
者
で
、
次
の
い
ず
れ
も
該
当
し
な

い
二
十
才
以
上
の
者

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
二
十
才
未
満

の
者
H
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
等

を
受
け
る
ζ

と
が
で
き
る
者

口
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
者

手

当

客員

月

客員

一
万
一
千
二
百
五
十
円

ニ
、
認
定
手
続

・
市
福
祉
事
務
所

・

町

役

場

へ
「
障
害
児
福
祉
手
当
認
定
請
求
書
」

に
関
係
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
改
正
前
の
福
祉
手
当
を

受
け
て
い
る
方
は
、
認
定
請
求
書
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。



通

信

制

高

校

生

徒

募

集

わ

自
宅
で
勉
強
し
て
高
校

を
卒
業
で
き
る
の
は
、
通

信
制
高
校
だ
け
で
す
。
勉

強
す
る
内
容
は
、
全
日
制

.
定
時
制
高
校
と
全
く
同

じ
で
、
勉
強
の
し
か
た
が

違
う
だ
け
で
す
。
卒
業
を

目
的
に
入
学
す
る
乙
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定

の
科
目
だ
け
勉
強
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
通
信
制
K
は

多
く
の
特
点
も
あ
り
ま
す
。

V
募
集
人
員
普
通
科
一

O
O名

V
募
集
期
間
三
月
一
日
出

1
四
月
二

十
六
日
出
で
す
。
入
学
式
は
四
月
十

三
日
の
予
定
で
す
。
な
る
べ
く
入
学

式
前
に
出
願
し
て
く
だ
さ
い
。

V
出
願
場
所
山
梨
県
立
中
央
高
等
学

校
通
信
制

甲
府
市
飯
田
五
丁
目
六
!
二
十
三

電
話

(
O五
五
二
)
二
六
l

四
四
一

二
(
直
通
)

V
入
学
資
格

山
中
学
校
を
卒
業
し
た
者

問
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
学
校
長
が
認

め
た
者

間
男
女
・
年
齢
に
制
限
は
な
い

V
出
願
書
類

-つよし報広( 7 )昭和61年 3月1日発行

川
入
学
願
書
(
県
立
中
央
高
等
学
校

で
交
付
)

間
卒
業
見
込
証
明
書
又
は
卒
業
証
明

書
(
出
身
中
学
校
で
交
付
)

間
成
績
証
明
書
(
出
身
中
学
校
で
交

付
)

V
出
願
方
法
出
願
書
類
一
式
を
本
人

が
本
校
へ
持
参

V
入
学
者
選
抜
方
法
書
類
及
び
面
接

に
よ
る

V
合
格
通
知
四
月
以
降
、
順
次
本
人

へ
通
知
す
る

V
経

費

一

年

間

(

入

学

の

年

)

の
学
校
納
入
金
そ
の
他

一
万
円

V
日
曜
託
児
子
供
を
持
つ
母
親
の
た

め
に
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
際
に
は
保

母
さ
ん
が
、
子
供
を
預
か
っ
て
い
ま

す。

付
記

L

甲
准
・
吉
准
生
を
対
象
と

す
る
衛
生
看
護
科
も
あ
り
ま
す
。

Z

大
学
入
学
資
格
検
定
試
験
(
大

検
)
の
合
格
科
目
の
一
部
を
本
校
の

単
位
と
し
て
認
定
い
た
し
ま
す
。

商
業
コ

l
ス
募
集

⑨
一
般
社
会
人
を
対
象
と
し
た
、
簿
記

会
計
・
工
業
簿
記
な
ど
の
履
修
コ

l
ス

で
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

⑨
学
習
経
験
の
有
無
に
よ
り
、
初
級
コ

ー
ス
・
上
級
コ

l
ス
に
わ
か
れ
て
学
習

し
ま
す
。

⑨
学
習
期
間
・
登
校
日
な
ど

い
ず
れ
の
コ
l

ス
も
一
年
間
で
あ
り
、

夜
間
学
習
し
ま
す
D

初
級
は
月
・
火
曜

日
登
校
し
簿
記
会
計
を
学
習
し
ま
す
。

上
級
は
月
・
水
曜
日
が
簿
記
会
計
、
金

曜
日
が
工
業
簿
記
と
な
り
ま
す
。
一
科

目
だ
け
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
六
時
四

十
五
分
か
ら
一
時
間
三
十
分
程
度
学
習

し
ま
す
。

⑨
経
費
は
年
額
二
二
、

0
0
0円
で
そ

の
他
一
切
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

⑨
募
集
期
間
は
三
月
一
日
出
か
ら
四
月

十
九
日
出
ま
で
で
す
。

⑨
問
合
せ
は
県
立
中
央
高
校
(
甲
府

市
飯
田
五
丁
目
六
l

一
一
三
)
電
話
O
五

五
ニ
|
二
六
|
四
四
一
一
ま
で
。
、

三
月
、
四
月
は
、
電
話
の
移
転
工
事

が
大
変
混
み
あ
い
ま
す
。
電
話
局
で
は

お
客
様
の
ご
要
望
に
そ
っ
て
工
事
を
進

め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
転
居
の
ご

予
定
が
決
ま
り
し
だ
い
お
早
自
に
ご
注

文
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局

三
三
|
二
九
九
一
(
無
料
)

桜前線

~求京電力からのおからせ~

算入の請米手続をされていない方

は、退職当時に勤めていた役所(旧

軍人・軍属の方は、退職当時の本

籍地の都道府県の旧軍人恩給担当

課)にご相談ください。

なお、 この手続がてで、きる期間は、

次のとおりとなつていますのててで、や、

くれ〈寸やれもご注意〈ださい。

。昭和54年10月 1日以前に60歳

になられていた方は、昭和61

年9月30日、昭和54年10月2
日以降に60歳になられた方は、

67歳の誕生日の前日。

普通恩給の年額計算については、

昭和54年 (70歳は昭和48年、 65歳

は昭和50年)までは実際に勤務し

た年数(実在職年)によって算出

されていましたが、同年の恩給法

の改正により、 60歳以上の方につ

いては、実在職年のほかに、戦地

勤務などの特殊な勤務に従事した

場合の在職年の割増年数(加算年)

が算入されることになっています。

この加算年を算入することによ

って、恩給年額が増額される場合

がありますので、まだこの加算年

ます一一

恩給の加算改定請求は

一一手
移転のご連絡はお早自に/
お引越しの前は何かと忙しいものです。

お引越しの日が決まり次第、お近くの東

京電力までご連絡下さい。

なお、ご連絡の際は領収証または検針

票と移転先住所をお手元にご用意下さしぺ。

早朝お引越しされる方には前日にお伺い

して料金の仮精算もできます。

移転先での電気料金お支払いも、便利

な口座振替払いでお願いいたします。

東京電力甲府営業所

T E L ( 0552) 4 1 -9 3 1 1 

東京電力石和サービスステーション

TEし(05526) 2 -2 0 2 3 
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だより鰍鰍鰍鰍鰍

実施日

受付時間

場所

該当児

3月25日(火)

午後 1時--1時30分

中央公民館

昭和58年12月 1日~昭和59年3月31日までの

日時

場所

3月27日(木) 午後1時--2時

中央公民館

該当児 砂I期-一昭和58年9月 1日~昭和59年2月29日

までの出生児。

砂E期… I期3回を完了して 1年から 1年6か

月以内の者。

砂昭和57年3月 1日~昭和58年8月31日までの

出生児で未接種者。

出生児。 I持ち物 母子手帳・問診票

持ち物 母子手帳・歯についての質問票・毎日使ってい 1<注意事項>

実施日

受付時間

場所

該当児

るコップと歯ブラシ。

3月11日(火)

午後1時--2時

中央公民館(受付は講堂でします)

昭和57年12月 1日~昭和58年2月28日までの

出生児、及び前回未受診児。

。前夜と当日の体温は必ずはかつてください。

。問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくださ

し、。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害者

2. 心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっているもの

3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以

内のもの

持ち物 母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについ I4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙したもの
ての質問票。

※尿検査がありますのでご承知おきください。

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

その他

3月 28日(金)

午後 1時--1時30分

中央公民館

昭和60年10月1日~昭和61年 1月31日までの

出生児。

母子手帳

昭和60年10月及び11月出生児については検診

後、神経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セッ

トの配付を行いますので60円切手 1枚または現

金60円をど持参ください。

日時 3月28日(金)

午前 10時20分--10時25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてください。

国民健康保険税が

預金口座から自動振替で納められます。
4肉...岡.関組問凶関福岡凶開凶関凶肉M肉..""""""""開111"'"‘・4凋凶周凶開...伺凶開凶肉U肉凶凋M肉IIf"W'UIII'・M開..凶開凶周...肉凶肉...周福岡凶"“'‘関凶関凶開‘

町では、国保税の納税を金融機関の預金口座から振

替する「口座振替制度」を61年度第 1期4月分から実

施します。

ついうっかり支払日を忘れたり、納付書をなくされ

た経験をお持ちの方、また旅行がちの方や共働きの方

で納付K不都合を感じておられる方、乙れらのわずら

わしさを口座振替はすべて解消します。わざわざ役場

や金融機関に出向かなくても自動的に納税できます。

是非乙の機会にご利用下されるようおすすめします。

〈手続は簡単です〉

印カン(預金通帳の届印) ・国民健康保険証または ず

国保税納税通知書・印紙代 200円を持参の上、役場保

健課か町内金融機関(郵便局は除く )で申し込んで下

さい。

詳しいことは役場保健課まで

TEL 75- 2111 
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企 2月12日乳児健康診査から

実施日 受付時聞 い 該 当 児

昭和60年2月生まれ
3月 12B 17N 

午後 1時 /ノ 5月生まれ

--2時 昭和60年8月生まれ
3月 13日制

H 11月生まれ

持ち物 母子手帳・筆記用具

日時 3月 1日(土)・ 15日(土)

午前9時---11時30分

場 所 中央公民館

場所

中央

公民館

問 的保健衛生

<ツベルクリン反応検査>

日 時 3月 18日(火〉午後 1時---2時

場 所 中央公民館

該当児 ⑨昭和60年4月 1日~昭和60年9月30日まで

の出生児。

⑨昭和59年 10月 1日~昭和60年 3月31日まで

の出生児で未接種者。

⑨昭和60年 3月KBCGを接種した者(陽転

確認のため)

※上記該当児のうちBCG接種後 1年以内の者

は対象から除外されます。

持ち物 母子手帳

〈判定及びBCG接種〉

実施日 3月初日 (木)

(受付時間) 判

及び場所

定…・・・午後 12時45分---1時30分

中央公民館(講堂)

BCG接種……午後 1時--2時

中央公民館(保健室)

持ち物 母子手帳・問診票

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。 I※判定の結果、陰性者にはBCGを接種しますが、つぎのよ

妊娠証明書は必要ありません。 I うな人はBCGを接種できません。
※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、 I 1 発熱しているもの、または著しい栄養障害のもの
栄養指導などを行~\健康についての相談にお答えしていま|I 2. まん延性の皮膚病にかかっているもの
すのでお気軽にお出かけください。 I

I 3. 免疫抑制剤、副腎皮質ステロイド剤などの投与を受けた

第 回 第 2 回

実施日 3月 10日(月) 3月 17日(月)

時 間 午後 l時30分~

場 所 中央公民館(和室)

対象者 妊娠5か月以降の妊婦

持ち物 母子手帳・体操のできる服装・テキス卜代

300円

1 

もの

4. はしかの予防接種またはポリオ生ワクチン投与後 1か月

以内のもの

5. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内のもの

6. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙したもの
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昭和町健康まつり盛大に開催

し

乙
の
一
日
、
自
分
の
健
康
を
、
明
日
を
に
な
う
子
ど
も
の
健
康

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
と
、
第
十
二
回
昭
和
町
健
康
ま
つ
り
(

主
催
・
昭
和
町
母
子
愛
育
会
)
が
、
一
月
二
十
六
日
間
町
中
央
公

民
館
で
盛
大
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
各
地
区
の
愛
育
班
の
一
年
間
の
活
動
記
録
や
町
の

衛
生
委
員
会
の
集
計
し
た
、
成
人
病
検
診
結
果
、
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
統
計
資
料
が
展
示
さ
れ
、
栄
養
改
善
推
進
員
会
に
よ
る
み

そ
汁
の
塩
分
測
定
や
乳
製
品
を
使
っ
た
献
立
の
試
食
会
な
ど
も
行

わ
れ
た
。

ま
た
、
公
民
館
二
階
で
は
、
検
診
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
市
立

甲
府
病
院
の
村
松
先
生
の
甲
状
腺
、
乳
が
ん
の
無
料
検
診
が
行
わ

れ
、
健
康
管
理
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
の
衛
生
委
員
会
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
身
体
測
定
、
体
力
テ
ス
ト
、
血
圧
、
視
力
検
査
な
ど
が
休

む
暇
も
な
く
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
公
民
館
前
庭
で
は
、

お
た
の
し
み
コ
ー
ナ
ー
(
お
で
ん
、
綿
菓
子
、
甘
酒
・
:
)
が
、
子

供
た
ち
に
た
い
へ
ん
な
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
の
よ
い
歯
の
五
才
児
表
彰
も
式
典
の
中
で
行
わ
れ
、

愛
育
会
会
長
の
高
野
久
枝
さ
ん
か
ら
十
四
名
の
五
才
児
に
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
じ
た
。

よ
い
歯
の
五
オ
児
表
彰
は

次
の
方
々
で
す

氏

名

相

山

玲

子

長

田

朋

子

佐

野

勝

司

荻

野

智

己

村

松

正

文

古

屋

貴

浩

手

塚

品

子

手

塚

景

子

小

沢

徹

稲

葉

茜

大

前

香

織

笹
本
か
お
り

石

井

裕

介

梅

原

識

貴

保
護
者
一
弘実

勝
彦
弘
喜
政
貴
修
三

(
敏
祢
略
)

地

区

西

条

新

田

11 

河

東

中

島

〆〆

紙

漉

阿

原

上
河
東
ニ
区
内

茂
昭

上
河
東
二
区

義正棟仁 忠
雄一男志久美

西

条

ニ

区

西

条

新

田

清

水

新

居

河

東

中

島

清

水

新

居
あなたの“体位、体力ft大丈夫ですか?"

女
腿

鞘、

;Jミ
グ又

山
梨
医
科
大
学
助
教
授
(
整
形
外
科
)

浜

手
や
腕
の
痛
み
で
病
院
を
訪
れ
る
人

の
な
か
に
ス
ジ
の
炎
症
を
お
乙
し
て
い

る
方
々
を
多
く
み
ま
す
。
乙
の
ス
ジ
の

一
炎
症
を
腿
鞘
炎
と
い
い
ま
す
。
臆
鞘
炎

〉
は
手
や
腕
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
起
乙

(
り
、
主
婦
に
多
く
、
そ
の
原
因
の
ほ
と

〉
ん
ど
は
手
の
使
い
す
ぎ
で
す
。
例
え
ば
、

(
汚
れ
の
こ
び
り
つ
い
た
換
気
扇
を
た
ま

〉
に
掃
除
し
た
た
め
に
起
っ
た
り
し
ま
す
。

ん
指
に
腿
鞘
炎
が
起
乙
る
と
指
の
関
節

V

が
痛
く
、
朝
起
き
た
時
、
指
を
伸
ば
そ

ヤ
っ
と
し
て
も
な
か
な
か
伸
び
な
か
っ
た

り
、
伸
び
て
も
コ
ク
と
音
が
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
乙
の
指
の
伸
び
か
た
が
、

ま
る
で
バ
ネ
が
弾
け
る
よ
う
に
み
え
る

の
で
パ
ネ
指
と
い
い
ま
す
。
バ
ネ
指
は

親
指
に
最
も
多
く
お
こ
り
ま
す
。

次
に
、
手
首
に
臆
鞘
炎
が
起
乙
る
と
、

手
首
か
ら
親
指
に
か
け
て
痛
み
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
始
め
て
子
供
を

出
産
し
た
女
性
に
よ
く
み
ら
れ
ま
す
が
、

乙
れ
は
子
供
を
抱
く
の
に
慣
れ
な
い
た

め
子
供
の
腰
の
方
に
廻
し
た
手
首
を
強

く
折
り
ま
げ
て
支
え
よ
う
と
す
る
た
め

で
す
。肘
の
腿
鞘
炎
は
肘
の
外
側
に
お
こ
り

ま
す
。
乙
れ
は
、
テ
ニ
ス
で
起
き
る
ζ

田

良

機

と
も
あ
り
テ
ニ
ス
肘
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

肘
の
臆
鞘
炎
で
は
、
手
で
ポ
ッ
ト
や
フ

ラ
イ
パ
ン
の
よ
う
な
重
い
も
の
を
持
っ

た
り
、
タ
オ
ル
や
雑
巾
を
絞
っ
た
り
、

水
道
の
蛇
口
を
捻
っ
た
り
す
る
と
肘
か

ら
腕
の
外
側
に
か
け
て
痛
み
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

臆
鞘
炎
の
治
療
と
し
て
は
、
痛
み
が

軽
い
場
合
に
は
湿
布
を
し
た
り
、
炎
症

を
お
さ
え
る
軟
膏
を
擦
り
こ
ん
だ
り
す

る
だ
け
で
な
お
り
ま
す
が
、
痛
み
の
強

い
場
合
に
は
炎
症
を
起
こ
し
た
腿
の
周

囲
に
注
射
を
し
た
り
、
指
や
手
首
を
動

か
な
い
よ
う
に
軽
く
固
定
し
た
り
し
ま

す
。
ひ
ど
い
場
合

K
は
手
術
が
必
要
な

乙
と
も
あ
り
ま
す
。

臆
鞘
炎
に
よ
る
手
や
腕
の
痛
み
は
主

婦
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
厄
介
な
も
の

で
、
肩
凝
り
や
頭
痛
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
軽
い
う
ち
に
治
療
を
す
れ
ば
早

く
よ
く
な
り
ま
す
が
、
ひ
ど
く
な
っ
て

か
ら
で
は
治
療
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

手
や
腕
の
痛
み
の
あ
る
方
は
早
く
整
形

外
科
の
病
院
で
み
て
も
ら
っ
て
治
療
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

企

画

財

団

法

人

里
仁
会



い
貌
に
な
る
た
め
に

よ

よ

わつ

〈
学
習
万
法
の
確
立
〉

よし

¥
受
動
的
学
習
か
ら
自
主
一
/

一
的
学
習
に
進
め
る
に
は
こ

/
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
¥

報広

中
学
校
で
は
教
科
ご
と
に
先
生
が
変

わ
っ
て
授
業
し
ま
す
が
、
ま
ず
、
な
ん

で
も
相
談
で
き
る
先
生
を
探
し
た
り
、

自
分
の
好
き
な
教
科
を
選
ぶ
乙
と
が
大

切
で
す
。

次
に
は
好
き
な
教
科
の
勉
強
法
を
し

っ
か
り
身
に
つ
け
て
、
そ
の
方
法
を
他

の
教
科
に
応
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

す。
教
科
書
の
丸
暗
記
や
詰
め
乙
み
だ
け

で
学
習
が
完
全
に
で
き
た
と
考
え
易
い

と
思
い
ま
す
が
、
「
勉
強
は
勉
め
、
強

い
る
と
と
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

自
分
の
力
で
考
え
、
自
分
で
試
行
錯
誤
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を
く
り
返
し
、
苦
労
し
て
問
題
を
解
決

し
な
い
と
本
当
の
学
習
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
参
考
書
や
い
ろ
い

ろ
の
資
料
が
必
要
に
な
る
し
、
図
書
館

の
活
用
が
大
い
に
役
立
つ
の
で
す
。

学
習
に
は
い
ろ
い
ろ
と
違
っ
た
方
法

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
文
章
に
書
い
て

み
る
と
よ
く
理
解
で
き
る
|
図
に
書
い

て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
|
言
葉
K
出
せ

ば
よ
く
わ
か
る
!
表
に
ま
と
め
る
と
よ

く
理
解
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
も
の
で
す
。
だ
か

ら
自
分
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
効
果
の
あ

が
る
方
法
を
し
っ
か
り
自
分
の
も
の
に

す
る
乙
と
が
良
策
だ
と
思
い
ま
す
。

受
身
の
学
習
か
ら
積
極
的
な
学
習
を

訓
練
す
る
た
め
に
は
、
自
分
で
学
習
計

画
を
は

っ
き
り
立
て
て
、
学
習
テ
l
マ

を
き
め
る
参
考
書
、
資
料
な
ど
を
集

め
る
|
問
題
の
解
決
に
努
め
る
(
試
行

錯
誤
)
と
い
う

一
連
の
学
習
の
す
じ
道

を
通
し
て
学
習
習
慣
(
深
究
の
喜
び
)

を
身
に
つ
け
る
乙
と
が
大
切
で
す
。

小
学
校
時
代
は
、
お
も
に
親
に
た
よ

る
依
存
型
の
学
習
で
す
ご
し
て
き
ま
し

た
が
中
学
校
で
は
、
依
存
か
ら
脱
し
て

だ
れ
の
手
も
借
り
な
い
自
立
型
学
習
に

進
ま
な
い
と
ノ
ー
マ
ル
な
学
習
習
慣
は

育
た
な
い
の
で
す
。

〉
」
イ
つ
/
ほ
/
立
俳
句

(五
十
音
順
)

遠
景
と
な
り
、
立
春
の
街
尤
る

白
菜
の
割
っ
て
売
ら
れ
て
露
路
案
、
し

伊

藤

春

江

笹
鳴
や
ふ
て
寝
し
て
汁
煮
つ
ま
り
し

ぼ
た
ん
雪
見
る
問
に
玩
具
埋
も
れ
ゆ

磯
部

鶏
の
重
な
り
眠
る
大
案
決

み
ど
り
児
の
肌
ぬ
く
と
く
て
初
湯
舟

井
上
ま
さ
江

雪
催
い
畑
の
悲
を
庭
に
伏
せ

献
血
を
呼
ぶ
メ
ガ
ホ
ン
街
師
走

長
田
そ
の
子

土
の
香
の
ズ
ボ
ン
に
あ
り
て
除
夜
の
鐘

妻
の
一
句
添
、
え
あ
り
筆
の
年
始
状

小
沢
百
合
子

新
玉
の
庭
点
々
と
も
ぐ
ら
み
ち

味
噌
焚
い
て
心
の
し
こ
り
一
つ
滅
り

河

田

好

子

書
初
は
遺
ロ
聞
の
筆
よ
太
く
書
く

焚
火
背
に
老
い
て
素
朴
の
砕
を
も
て
る

輿
石
さ
車
代

「
青
し
そ
」
は
書
棚
に
ひ
そ
と
明
け
の

春立
春
の
え
の
中
に
畝
を
切
る

内
藤
ふ
く
次

毛
布
ふ
か
く
父
似
母
似
と
の
ぞ
か
る
る

賀
状
欠
礼
の
言
訳
す
、
』
し
句
座
四
温

松

岡

満

子

孫
は
手
を
引
か
れ
た
く
な
し
春
う
ら
ら

木
枯
や
鍋
煮
え
た
ち
て
家
族
待
つ

薬

袋

花

枝 与

-vお
め
で
と
う
・

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日

1
一
月
三
十

一
日
ま
で
の
届
出

(敬
称
略
)

清
水氏

昭名
夫

山
山4E，
 

区

佐
野

輝
子
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護
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期
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一
郎 西
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区

押

越

井
上

茂
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神
宮

幸
子

山
出
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山
中

裕
己
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内
藤

将
高

賢
治

上
河
東
二
区

渡
遺

治
子

俊
六

築

地

新

居

末
木
あ
ゆ
み

秋
山

美
穂

弘
輝

上
河
東
二
区

松
岡

涼
子

j閏

築

地

新

居
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t木

津

寛
子

祥
司

西

条

二

区

神

良
介

久

越

回
切

渡
辺

麻
子

押

丘主
玉三

西

条

二

区

上
河
東
二
区
包
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q 全国緑化運動 (土〉 母子手帳交付及び一般健康相談 ⑪ 

先負 日(中央公民館〉 16 友号!
月や

⑪ 
ぷ

〈月〉 押原中卒業式 AM9 
2 仏滅 竜丸山 先負 安産教室(中央公民館)

忠y実

3 
ひな祭り (月) 常永地区申告受付 18彼岸入り (火) ツベルクリン反応検査(中央公

耳の日 大安 ---7日まで(役場町民ホール) イム滅 民館)

4 
(火)

19 
(水)

赤口 大安

5 
(水)

20 
(木〉 押原小・西条小卒業式AM8:30 

先勝 赤口 BCG接種(中央公民館〉

啓塾 (木) 2'1 I量春分の回 (金〉
らも

6 皇后誕生日 らミ

友引 先勝

ア 消防記念日 (金)
22 

(土)

健康の日 先負 友号i

国際婦人デー (土) 23世界気象ア ⑮ 
主d従 J妥

8 仏j威 弾撃 先負
4 引がちの

#ヨ 1事判g 

9 
⑮ 24 彼岸あけ (月)

大安 仏滅

10 
(月) 安産教室(中央公民館) 25電気記念日 (火) 2歳児歯科検診(中央公民館)

友引 大安

11 
(火〉 3歳児健康診査(中央公民館)

26 
(水〉

先負勘 都赤[a

12 
(水) 老人大学AM10 (中央公民館)

27 
(木) 3種混合予防接種

仏滅 乳児健康診査(中央公民館) 先勝 (中央公民館)

13 
(木) 乳児健康診査(中央公民館)

28 
(金)今乳児整形外科検診(中央公民館)

大安 友引 不用犬猫収集日(旧役場前)

14 
く金) 29 ω 
赤口f i負

確定申告提出期限
P守

嶺京弔晶都、

15 
(土〉 ⑪ 
母子手帳交付及び一般健康相談日 30 ~ 

先勝 (中央公民館)
山九

ドイム滅 弘 '忠
〈巾叩〉

31 ぺ(月〉 国民健康保険税3月分納期限

三4与ぷ 犬家

叶q

H 

可

燃

物

6 

伺)

10 

〆ノ

叶す

13 

〆ノ

信泊

金

属

類

14 

開)

17 

地

司

燃

物

全

区

19 

。:k)

金

属

類

西

条

地

区

じ村

州
出
4
A
 

全

区

20 

可

燃

物

24 

ノノ

t/1司

27 

ノノ

31 

何)

※
今
月
の
押
原
地
区
(
押
越
・
中
島
・
阿

原
)
と
常
永
地
区
(
築
地
・
飯
喰
・
河
西

・
上
河
東
)
の
金
属
類
収
集
日
は
幻
日
が

祝
日
の
た
め
は
日
働
に
変
更
さ
れ
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ど
み
は
指
定
の
袋
で
収
集
日
当
日
の
午

前

8
時

ω分
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
収
集
場

所
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

※
使
用
済
み
乾
電
池
は
収
集
場
所
に
備
え

付
け
の
「
使
用
済
み
乾
電
池
田
収
缶
」
へ

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
清
潔
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
保
つ
た

め
に
も
ル

l
ル
を
守
り
、
美
し
い
町
J

つ
く

り
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。


